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■ アルキメデスの原理「任意の正の実数 x，y に対して，ある自然数 n が取れて，x < n · y が成り立つ」
ことを示せ．

（解） 背理法で示す．ある正の実数 x，y が存在して，すべての自然数 n に対して x ≥ n · y が成り立つと仮
定する．A を

A = {n y |n ∈ N }

により定義すると，A は空でない有界な R の部分集合であるから，s = sup A が存在する．s は A の上界で
あるから，すべての n ∈ N に対して n · y ≤ s である．ε = y > 0 とおくと，s − ε は A の上界ではないか
ら，ある m ∈ N が取れて，s − ε < m · y が成り立つ．m + 1 ∈ N より (m + 1) · y ∈ A であるから

(m + 1) · y ≤ s < m · y + ε = (m + 1) · y

となり，矛盾である．したがって，アルキメデスの原理が成り立つ．
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